
第１回
戦災資料の収集と展示等のあり方検討会

令和８年６月５日
富山県厚生部厚生企画課



１．検討会設置の趣旨

１ 検討会設置の目的

２ 背景

３ 検討の必要性

富山大空襲をはじめとする戦災を記憶し、平和の尊さを次世代に継承することを
目的に、戦災資料の保存・展示・活用等のあり方について検討を行う。

県内には、富山大空襲をはじめとした戦争当時の貴重な戦災資料が現存している
一方で、戦後８０年余が経過し、資料の散逸・劣化に加え、戦争体験の風化が懸
念される中、記憶と教訓を次世代に継承していくことが不可欠。

戦災資料の保存・継承に向けては、資料収集や保存方法、展示・活用のあり方な
どについて整理・検討を進めるとともに、次世代への継承の観点も踏まえ、今後
の方向性について幅広く議論を行う必要がある。
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２．戦災資料の現状１

１.現存資料の概要

・富山県では、毎年県民等から戦災資料の寄付を受けており、現在約1,000点の資料
を保有している。

・上記以外、個人や関係団体等において保有されている資料があると考えられる。

・戦争体験者や遺族の高齢化による資料の散逸・劣化、住環境の変化や保管困難等
による資料の処分・廃棄などにより貴重な資料が失われるリスク

・県民等から戦災資料の寄付を受けている中で、収集基準や方針が未整備
・今後更に増加が見込まれる戦災資料の保管場所や保存環境確保（デジタル化含む）

資料活用を通じ、戦争体験や資料の背景にある記憶・教訓を次世代へ継承して
いくための前提として、適切な資料収集・保存が必要

２.課題

富山県で保管している戦災資料【富山大空襲関連資料含む】

【生活関係】 55種339点 【学校関係】 9種139点

【軍隊関係】 70種249点 【手記、郵便関係】 21種177点

【各種証明関係】 12種80点 【新聞・写真】 16種67点
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２．戦災資料の現状２

３.他県の事例

岡山空襲展示室
（岡山市）

前橋空襲と復興資料館
（前橋市）

設置目的

岡山空襲を中心とした資料を展示し、歴史の事実を認
識しながら、先人の労苦を偲び、戦争の悲惨さと平和
の尊さを次世代に語り継ぐ

前橋空襲の実情と復興の歩みに対する市民の理解を
深め、平和を希求する思いを風化させず後世へ継承
し、平和な社会の発展に寄与

整備の契機・
プロセス

市民団体の要請・民間資料館の閉館に伴う引継ぎ。散
逸を防ぐため、開館前から学芸員による資料収集・整
理を実施

民間資料館の閉館に伴う引継ぎ。資料の寄付受け入
れとともに、市発行の戦災史を基に、展示内容を調
査・検討

場所・開設時期
・岡山市北区駅元町15－１（岡山ｼﾃｨﾐｭｰｼﾞｱﾑ内）
・平成24年10月開館

・前橋市南町３丁目62－１（市民文化会館内）
・令和７年４月

整備費 等
・既存公共施設を活用
・整備費：約4,800万円

・既存公共施設を活用
・整備費：約1.5億円

運営体制 ・専任スタッフ３名（全員学芸員） ・専任スタッフ３名（うち学芸員１名）

資料点数 ・常設展示 100点 ・保管数 約9,000点 ・常設展示 100点 ・保管数 約8,000点

運営上直面す
る課題

・見学増等に向けた学校教育（小中学校）との連携
・保存資料情報等の機能的・効率的管理
・専門人材の確保（岡山市）
・今後増加が見込まれる資料の収蔵・保管（前橋市） ３



３．富山県におけるこれまでの取組み １

１.戦災資料展示

【戦時下の暮らし展】
戦後50年迎えた平成７年より実施。
県民から寄付のあった戦災資料展示を中心に、平成８年～平成23年には富山
県民会館にて常設展示、平成24年からは、毎年８月15日の県戦没者追悼式前
後の期間に開催。

【記念映像の作成】
令和７年、戦後80年の節目にあたり、富山大空襲や戦争を語り継ぐ活動に焦点を
当てた映像を作成。
県公式youtubeでの放映や、図書館への配布、小中学校等への貸し出し。

令和７年度は、戦後80年記念として開催、期間展示としては過去最高の入場者数（13日間：約2,000名）を記録

【富山会場】 【高岡会場】

４



３．富山県におけるこれまでの取組み ２

２.語り部事業

【戦争体験者等による語り部派遣事業】
戦後60年の平成17年度からは、「戦争体験者等による語り部派遣事業」とし
て、小中学校、児童館、公民館に戦争体験者等による語り部を派遣し、富山
大空襲、疎開などの体験を語り伝える事業を実施。

３.慰霊事業

【富山県戦没者追悼式】
昭和38年以来、毎年８月15日に「県戦没者追悼式」を富山県民会館で開催し
ており、本県戦没者30,765名を悼むとともに平和への誓いを新たにしている。

【戦後80年記念植樹】
毎年、富山市八ヶ山の忠霊塔広場にて行
われる慰霊祭にあわせ、戦争の記憶継承
と平和への願いを込めた桜の記念植樹を
実施。

・令和８年４月現在で、３名の語り部が登録【最高齢９０歳】

・令和７年度は、小・中学校18校で実施し、1,339名が参加
※過去21年間で延べ353箇所、24,642名の児童・生徒等が参加

・県遺族会や「富山大空襲を語り継ぐ会」など関係機関と連携した事業実施

富山県戦没者追悼式
【R7.8.15】

戦後80年記念植樹
【R7.8.４】

・戦争体験者の減少などにより、事業の継続が課題

５



４．検討課題
検討に向けた全体像

収 集

どこから、何を集めるか

・どのような資料を
対象とするか

・調査・収集・寄贈
の仕組みづくり

保 存

いかに守るか

・長期的な保存場所、
保存体制をどう整
備するか

・デジタル化をどう
進めるか

保存基盤
（資料を適切に収集・保存する施設機能）

展 示

展示を
どう実現するか

・常設展示の必要性や効
果的な場所
・展示のあり方をどのよ
うに整理するか（体験
型、参加型）

活 用

次世代への継承に
どう接続させるか

・学校教育との連携を
どう進めるか
・県民機運の醸成にど
う繋げるか
・語り部等との連携を
どう進めるか

活用基盤
（未来へ繋ぎ、学びや理解を広げる機能）

（県、富山市、民間団体等の役割分担と連携機能）

・継続的な運営体制（人材確保、コスト）をどのように整理し、進めていくか

・学芸員等の専門人材確保、保存・資料管理の専門性確保、教育、普及の機会確保

【考慮が必要な要素】

・学習や交流機能

・デジタル環境

・情報発信

・バリアフリー

など

運営体制

【あり方検討にあたってのポイント】

収集・保存、展示・活用を有機的に連携させるあり方の検討
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5．今後のスケジュール

今後の検討スケジュール及び項目（案）

本 日

現状、課題の
共有、今後の
論点整理

11月

方向性
のとりまとめ

７※８月１３日～１８日の期間、戦時下の暮らし展においてアンケート調査も実施

・方向性の整理、
個別項目検討

（１～２回程度）

※必要に応じて
委員個別ヒアリング

７月～10月


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

